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花備中の方法であるがこの蟻合皮蓉t打竹の蛇人側附 ま
礼典の方が前段の盈火に上る岩石崩落のiSW腎が改指

すろことを妨げるので兄い方法 eある｡
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ハーンカクト句故法の迦辞せ及に従って搬 火工LTE'I

が之に封曝して改良さ書棚 辞 して行かぬほならJlが.

新しい煤楚火二品をtEi用することに伎って市境也は益
々合腐的になって行 くものと考えられTh この様な持

合的な劾月さをあげるXSには今後搬肺燕の一層晃珊なr血

カと労力と飢死が必笹である0

本軒先を行1.に濁l)地 力S･煽った各鋪山BJi綿額に
感謝致します｡
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J<-ンhフトや良法にめては小心il,大心蚊の瓜のpt孔と界札の私書が嘉史的に太Jqな也でもZは:之と確帝の

九 比X,孔覆.孔た叫のiiitとして2(ナ式t8山した｡その田淡水の戦也現■の如 くに17下のqJ柿エ+Jt,I-〟
かと考LLする方法r=上らず.ガ相 の扮辞,頼振出成Nスの¶ttlと考LSした.かくして小心奴の崇稚孔とt･札のki■rZ
ii菜の力及び比7Rが】ある伍以上1Lもば之噂に鵜んどAFtきれでiI三としてJJJ,L石の冶合¢FfJ)四もft下lこ依 ?定まる鎌

Ziに依 p支配さTLもことt射ちかr=した｡又托D択●と小心蚊の節のdI孔鞍とから大心技の世事7Lの粒*が一計DJJ
に丈tる亡とt明らかrLした｡かくしてに凍戦8書書に不明oLiの5かつた一-yカブIの神性t-見た卵し11た

が弊孔長が現状に放ては紅いので規想的の〈-ンカ1トとTう上D龍神のVカJ/ト噂 との弧合うtが主として甘 許 に
ll行わJl.てbろ布tZiL:.-'-/カ′ト比の72訃,光Zh 類兼のil史革に於て銘木多(A.)tLも多ryの良I lここの
出lC群Eqす ることと並べた｡

1 事等 T

--ソカフト野良軌 1岩石の脚 に上る爆良法とし

て祭も嶺披化された方没でもろから現在の底地の用地

汰- ピタミ1rカット,Vヵプト執 こ比 し涼合駒に
有利であると恩はれるが之は段那 甘.多掛 丑力の
ある讃地神等の火エ仏の妙 によL)今後益々和利とな

り更に拝礼乱 攻込襟等の瀕也の故遠と相伴えば今校

費 も和利な迅故地となるものとBlはれる｡一方ハーン

カ'トの鼓鼓現姐は従来の司最叫 と8!*的に列なる

べきJZが多く今後の解決を野する隅粗LCも ろ｡ Ill- ～/

カットに封する定姓的な考拭及び之に品づいて祝在舟

も合理的と思われろJ<-ンカ7ト用は繋Ztひその1肘u

粕 の良漣lこづいては先に｢J'-シカクり僻 -
ク廿-(-Tイナーイり に於て稚illしたが以下に於

ては2:噂の郷 .tJa.敬 を翁として Ĵ-ン^7ト
の耶 にflて考窮 した戊を職鯨する｡

71 小心故の擁携

(-ンカ-It･Ll倭の地軒 Lと垂札のh 帆 'Rに



)28 ェ ik大 乗 tL甘 考 軒 JO号 が3*
ついては先にiIべた租名 (1)にて考Zlしたが以下に

放てはJllに示す範も書及した形式に付て考かする.
この他の牛舎についてもZg似した考かを澄め79ろこと

は勿茸である.
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一山コ… 小 .J馳 A⊂ガスの比批 今 Z-〈万r,/ユ(Kr鳥 )El
- -l三とおけば
I-l

t-･･-I=.忘三三kI:'kr,:ユ-

讐三)a'RR,ミュー ･･(5)･′′

r亡Rの斗合は

･ちI TL誓 Y il (S)

次に封石の靭辞に焚きiLろェネJL･ギーを ]-.}とすると

萄辞に申するェネルギーに託ての RlltlagL･Tの法朋

から物冊 こ上LJ生ずろ岩石額表面芯捜軸はBi押工ネル
i-に比例するので脚 のェネル牢-大の環之に比例

し'=瀞辞が環榊 に行われこの店エネ/,ギーが汀1焚書
1Lろと比てよいから

F4-▲ユ- r･-I-Ll二誓 芸:Jil- (9)′

rfLlくの叫令は

E.-'''誓 (lfユl (9)

夫にBrQ;等を捌 JlLてIJrftけ ちu･iに触 られるェ

ネJL･f-1_/T=.Jとすると叫LLIuス丑は単位時間に

- .(7 ㌢ )も V雷 .7r/tp･′

叫 昔 iJL三慧 ㌫

一三 豊 富L
rc･Rの45台は

G.■ rl-srlr/i
卜-L.i

lミlPOと見てよいから
･:.-豊'uTA)i ･(10'

比1難の射すろ和故五才p-ギーを Eとすれば

じ-一票 - (IlJ

--Lh-
F･-Z･:1+Z<+じき+EJであるb･らE,R･=rの塔合6]
ち捗札内に一杯嵯兼が以 SZl.た租合

一エ聖堂 -2(,+2,)I,.十三生班 ⊥
l-i l-qユ

･旦 讐 YJユ ･迎 BL←F.LI

叩くTf=']ヰ士 一意 一意 )

一票 云rA･'/,)7 -2r
】

又は

~Tf:3(ユ･つ))~盲士 -2r-･(12)
(12)式に放て小山Lと室孔の孔七匹仔を .Y と-Hllf

･1 - 2r-(,･yユ(Et一丁蓋 )

-TIE:1 (ユ･7)I27 . ･(12)′
I

むち-T(文はrI'.拝礼益 tには無脈鎌で (./.A.P,8

の由玖であろE.又 三̀

2･･′汰∫- r,,[ユ､K,-T_L';-1〕
一票 ｡A･,ナ ー (.2)′′

(]2)Jの左迎 増̀ 石片 Bを弘桁するに婆するェネF.イ
ーで之をSTJTとすFJ.末娘の榊1耳II2Dち K.堺が好現
の全五+A,ギー邪2相 ち K,1jtは沿石).IIのiE軌及
び岩石6好のzE.オJL･ヤーでもろが連動したi'.L石片は何

問 に衝突Lで串押され71順 化されるからこの連取1

ネT･,f-も恥 の勤押lネルギーに含まれる匂ち h:,

熱 さ石狩1ネ7L･f-で然3萌印ち h.37Jlが切出の王事
ルJf-で之は･IB丑のLl否,煉 J)躍れ 見放笹に生と
して左右されるものである｡

捉東の宅的 謡の滋もnGな箆急は AW i).1帆.
ZTID.… の多物 詣であるがこの理丑ほ.(Z2)′′式
の左迎とれ連の軒 】明をTL凍ってtろ｡然し沿石也辞
のェホ/.･<- K:功及びH入qlllIのェネル+- K}功
が耳原の包掛 こ放ては無dlJII兼なしのであってSm,

E亡攻.L'I可は K.功に勤し帖l′ilはの串を示すもの

と見るのが要衝である｡BlちhL石紺 のSr̂を召畝上

の才J軟仕称と見ると1ネJLl4'一致率は 26-30;f以下
というのがt妖{･あろつ｡l追刃ミの包む理論は S 机

Ⅹ】罰のみをaS壁とする血にii泊地;あるのであってIi2
堺 E3軸 ;何時かの形て近似的にでも考促されわはtt
敗に合ったセ私用助は頚城の見込みがT=いてあろう｡

さて(12)′′から対る迫I)1トLJLと落札の棚 .t又は
Zは捜架の'JJ/及びそのJtE 上が火になるにつLtll
初は稔加すろがJユが或GZをh!そば洪少してくる,之

ZLはJ上欄 机 てもf抑Tf:上 が ユ頼加 掛 .
大とtは 爪gt霊 も/ユの紬 こ従って大と

Irるポ之等Ll項の把封drの･W は正巳的以上でもろ

から鼓局 )'Jと :(のBZ津は&､のhくtLろ｡もっと
ち(12)′′式中のコt'yウ▲Qは出力大と13ろf2小と
なると見ろべきであるからt挺的にはiLlの特大につ

れて･1'はlt榊 加し卿 に平な曲投になちとEろべき

であろうoq]ち架!野Lと劉 Lの珊 11を柑るには相乗
の力 Iと比ElAに-SiIのむむ ;もって3Tm鎖し.ぼ集



である｡L4に於て,I-.上.以上は姐の

力.lt:玉を火とした牧舎,エネ ･̂f一大筋分が岩石の
粉砕Nス切出に失われて岩石のE'TbFlこ事1してはそれ田
祁敢とならないわけである｡比のBL界の/.ユーは現在

の氏ではきttの荒牡的なt虫に依って求めろ上l)iaiが

T-･い｡先に臥 所乱 J･- P,咽 び希EAのタp∴′､
-{イナ▼イ11噂を肋 ･て行った多くの佃 の脱 は

上也のPEZiの紬 を附 してゐる｡

又 (ほ)'式から煙窯の-)),比正.孔在.孔Zl等輝男

に叫する伎件hT1-で岩石の!;持出 pがAろ中台に

は始軒 t.と蔓札の田rtは･に廼比肘する.放って或

ち-Siの射石に繋し一定の脚 でt放して:(を改めTEl
た1=らば也の封石の甘食は筋拓現生.の比に;旦比内し

て:(をSZ的itはよい｡例えlf雌 に放て IT(-20cm

と山れは軸 軌 二於ては

20亡mX一票…慧･losemとf･･ろ｡
抄甘及び蟹山封に対して行はZLた触発のt投班は上の
虹を文相する｡乏8rXlには村石の正確fZ珊 力LL皮の

Ei姐が必



さ31,て左方の轟孔にr--1]つて捗勤する｡比の脚 LC

の中程rt鮒 LA.の4'7Eより箸千人であるから磁石
片lは同定紫坐上りのNL奴カーJJt･ト奴の特上()容易であ
る｡又蔓礼が小心接の時とBiIJl爪しかない兎以上の
gy,な除いては光に小心矧 こ刊して考酢した式とBl似の

-b:封瑞柁片ほ は Y-y+(I+､′㌫+7)T に勃して
庇允する｡この81台yくrであるから Ỳり と見て上
い｡q]ち

y一七 (Fr,!中 ,-一丁莞r )

-1票 ユ(ユ･作 り (.3)

(13)式は (L2)式の ･■伯であるb]ち

Jよ_I.の考坊で列かな如くバーンカ1トの′トL･披.大

心枚は瓜A胸勺には ｢初駁自由ih]'｣を利IT]するものでも

ろから一位に忠初考へられたほに一曲 ;必TLもきれ
いに按けてJtIるものではないのであって戎Ju-相 には
別田の工夫をさすろ｡

℡一時勺には糾 し長が今の政 策ものはすということ

ほ粥 Laの叫綿で髄 せられす,長くて25TTI短いと

)5m位で--yカタとが行ほれていろ｡こうなると

鮒 1の左方の顕放Fl由杓の影取 ;大きくきいできて部
蛤的の- -ンカ1トから大部■扮Lてくる｡CDち従来の

Ⅴカヮト,I-クミ1rカブト等との混合E!になって小

心蚊に於ても抑放白益痛 のJSにitil斗孔歌のXl石政経が
生じてくるからIX按の犬一亡J央L=勃してい rカブト式の

い ) 考紙を入れてくることになりその後の讃Lこ封しても同
虎である｡任額軸 されてゐる和 ｢̂ 1-ンカブり

小心按の跡の .はAI石に憎L;て狐l】保革の力 /及

びLtzR上が成批 1上ならは/liには殆んt'搬繰しな
いqfは党に (I)に於て虫じた店であらが従来のt汝
班の例ではJEは 】0-2Smlである,払って >'-3の
タD-J噸 ノ.A-ンカ,'トに於ては ･と ･Iの貼矧 ミ洪
Jのillくなる｡

弟 l
y

lOcm ご叫 30CTTI
lSem ･ 45亡汀1

20cm bOcm

25cm 75cJn

t迫の鵬 に於て▼-15cm位が過軒でツ(LL_45cm

位にとって適*でもろことは提案の多くの世良鞍汝のI
77:す店である｡CDちLjも銭の班桝 緒壬はREht状/._･･11
(設明し7rJていると凪わLLも｡

TT t犀の耳破の考案

大心性以筏は 虹 に中心部の恕石が和溝に粉辞されて
いるから以後冶髄に沸/._r･かけろことに抜L)丑由は脚

に壮むことになる｡

には之が多く混合剤なるiSJこぼ鞍軒聖上,甘虹 l二幾多
の批屯や獅 細;起って宋て之が又史退脚 等の対質に
もu68して繁るわけである｡然しJ7枚蛍石粥 L!桓力が

動力.ZL先令色gの同から改串されて糾し長 Lを十分

克くとIJ又多穀の£柑L,を容易に行い祖ろ上†になるで

あろうがそうなるとJ<-yカブト本来の而i口が竜!拝出
来ろようになって頚宙の甚掛 ヒが廿現し柑るわけであ
って現在でも一部に於ては---ンカブトに上I)大いに

等合eE串をあけることが行われてゐるわけで之は今径

益 書々政教娃すべきものである｡

従粟の竜故地の血 ,基鍵設計式も研究改良+べき
多くの虎を鞘しているがハーンカバ-法目性もその勘

柵設計式に施し今後共多くの累脈 段と】艶詮的折死
が行われろ必葬がもろ.それに玖つてm将 の矛も合
忍的錘所的な虻川法が托立すろであろう｡
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